
平成２４年８月２８日

北陸新幹線、新高岡（仮称）駅 安全祈願について

北陸新幹線 新高岡（仮称）駅は、平成２６年度末完成予定の北陸新幹線（長野・金

沢間）の富山県高岡市に建設される駅です。

新高岡（仮称）駅部では、これまで土木工事を進めてきました。建築工事につきましては

平成２４年５月に発注され、１１月より駅の鉄骨建て方工事に着手する運びとなりました。

つきましては、新高岡（仮称）駅の建築工事の安全祈願を下記のとおり執り行うこととなり

ましたので、お知らせいたします。

工事の本格着手にあたり、駅デザインに関する資料を添付致しますので、ご参照下さい。

今後とも皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

記

１．日 時 平成２４年９月９日（日） １０時００分～

２．場 所 富山県高岡市京田1798 番地他 新高岡（仮称）駅建設予定地

（別紙案内図参照）

３．主 催 佐藤・竹中土木・砺波 北陸新幹線、新高岡（仮称）駅新築

特定建設工事共同企業体

４．そ の 他 報道関係者は、９時４５分までに式典会場にお集まりください。

発表資料

問い合わせ先

鉄道・運輸機構

北陸新幹線第二建設局

総務課長 谷内 英也

電話 076-433-8953





デザインイメージ

『飛越能の歴史を継承する駅』

歴史に育まれた瑞龍寺の回廊や縦格子（さまのこ、ささら戸）などをデザインモチーフとして、リズミカルな縦のラインを

強調したデザインで表現しています。

外壁は、合掌造り、高岡銅器や能登の珠洲焼などを感じさせる色合いとしています。

夜には、駅からもれる光が能登のキリコ祭りの灯明や砺波地域の夜高祭りの行燈を彷彿とさせます。

新高岡駅(仮称)

デザインコンセプト

高岡市より提案をいただいたデザインコンセプトをもとに、
駅デザインに反映させ、地元に愛される駅の建設を目指します！

鉄道・運輸機構 北陸新幹線第二建設局

『飛越能の自然・伝統・技術が融合し、
新たな時代を具現化するデザイン』

コンコース プラットホーム



鉄道・運輸機構 北陸新幹線第二建設局

北陸新幹線 新高岡駅（仮称）各階平面図（案）

ホーム階平面図

１階平面図


